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なぜ日本は「アジア解放の聖戦」という理念を掲げながら、アジア諸国を植民地とし
侵略したのか。本書は、これまで誰も正視してこなかった松井石根と大亜細亜協会を
中心とする汎アジア主義の視角から、「大東亜戦争」への道を読み解く。植民地との
連動やグローバルなヒト・モノの動きも含め、首相・大将・博士から最底辺の労働者
に至るまで、日本社会を戦争へと導いたものを初めてトータルに把握し、新たな歴史
像を提示した渾身の力作。
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第四章 高橋財政下における帝国経済再編と体制間優位競争の始まり
——日本帝国における汎アジア主義の政治経済的基盤
一 宇垣総督下朝鮮の政治経済的変化
二 満州における政治経済的変化
三 台湾における政治経済的変化
四 高橋財政下日本におけるナショナリズムの昂揚
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五 日中戦争と汪兆銘政権
六 孫文の大アジア主義演説と汪兆銘
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第七章 汎アジア主義における「朝鮮・大陸要因」（一）
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第八章 汎アジア主義における「朝鮮・大陸要因」（二）
——「満州国」設立による汎アジア主義の変質
一 宇垣総督期における救民政策から鮮満工業化への転換
二 南総督期における鮮満一如・内鮮一体政策と農工併進政策
三 朝鮮における労務問題としての汎アジア主義
四 「満州国」成立に伴う植民地朝鮮の対ソ最前線基地としての性格緩和
五 汎アジア主義の拠点としての朝鮮と日本海湖水化構想
六 日中戦争の行き詰まりと「朝鮮・大陸」要因の矛盾の顕在化
小 括
第三部 松井石根と大亜細亜協会の活動
第九章 「大東亜戦争」と大亜細亜協会及び松井石根
一 松井石根はどう扱われてきたか
二 満州事変に至るまでの松井石根
三 満州事変とジュネーブ軍縮会議による衝撃
四 文化・思想運動としての大亜細亜協会の設立
五 松井の「支那通」から「汎アジア主義者」への変貌
六 台湾を拠点とした松井による汎アジア主義運動の推進
第一〇章 日中戦争と松井石根
一 日中戦争の勃発と松井石根司令官の登場
二 中国現地における松井司令官の戦争指導と対外態度
三 松井司令官の占領地工作と戦後中国統治構想
四 松井司令官の挫折と更迭
第一一章 「イデオロギー・ネットワーク」としての大亜細亜協会
一 「イデオロギー・ネットワーク」という枠組み
二 海外における大亜細亜協会のネットワーク
三 大亜細亜協会成立と同時期における外務省内の変化
四 国内における組織化
五 軍人ネットワーク及び地方行政組織
六 知識人・文化人ネットワークによる教化
七 実業・経済ネットワーク
第一二章 日中戦争の膠着と大亜細亜主義運動の昂揚
一 日中戦争収拾の失敗と「長期建設」への移行
二 天津租界封鎖と反英運動の昂揚
三 反英運動の昂揚の結果としての大亜細亜協会の政治団体化
四 大亜細亜協会の誤算
五 「大東亜戦争」と大亜細亜協会
補 論 日中情報宣伝戦争
一 「田中上奏文」による中国側の抗日宣伝
二 「日本通」王芃生による抗日宣伝工作
三 中国側抗日宣伝が日本側に与えた影響
結 論 汎アジア主義の結末
一 汎アジア主義による英国圧迫路線と対米戦争
二 戦犯容疑者リストと汎アジア主義者
終 節
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日本史

亚细亚主义

泛亚主义

二战

经济史

朝鲜

日本

外交史
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